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亅

大
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五

年
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五
臼

發
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緒
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觜
　
’

・

此
の

小

篇
紘

大

正

四

年
の

八

肩、
°

琵

琶
湖
地
方
へ

魚
類
寄
生
蟲

採
集
に

行

き

だ

る

折、．

序
を

以
て

採

集
觀
察
し
陀

る

資
料

、

及
大

津
臨

湖
實
驗
所
の

用
村
理

學
士

よ

り
、

下

態
々

遞

う

越

さ

れ

泥

る

標

本
に

基
き
て

研
究
し
彪

る

結
果

、

＝

成
れ
る

も

の
な

り
。

　
一

般
に、
丶

害
生
性
の

O
団

橿
o
岳
o

嵩

器

は、

宿
主．
（

魚
類
）

の

外
部

表
面
か

、

若
く

は

鰯
趣

、

ピ

ロ

腔
等
ζ

寄
生

す
ゐ

者
な

れ

ど
、’

ぽ
漸

蕁
峺

ミ
聖
虜

は塩

宿
主

の

胸
鰭
墓
部
直
後
の

腹
壁

に

穿
孔
し
て
、

腹

腟
内
に

侵
入

し、

駿
腔
の

前・
下

部
を
寄
生

場
厨

と

す
る

者
に

て
、

其
の

性
欺
頗
る

奇
異
な

り
。
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〉
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．
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〔
（

笹
　
　

既
）

晒

琵

琶
瞞
産
の

鯉
喜
竃
§
醤

窰

に

蔑
て

　
（

署

并
）

　

余
は

、

琶
琵
湖
産
の
「

イ

ク

シ

オ

ク

セ

ヌ

ス

』

を
研
究
し
髭

る

結

果、

ト
、

§
§
§
° 。

訂

蜀
HO

国
掛
国

b
ζ・

O
装
・
と

全
く

異
れ

る
→

薪
種
あ
る

こ

と
を

發

見
せ

b
。・

（

後
丈
『

審

生
蟲
の

種

類
』

及
『

掛
ミ
丶

ミ
§
＄

寒
恥

§
晦

籌

§
豊
覧

§
塾
や

岩
く゚

單

の

項
參
照

。

）

ー

本
塀
究
の

主

要
な

る

目
的
は、

寄
生
蟲
が

宿
主
の

生
殖
腺
に
及

假

す
影

礬
の−

如

何
を

究
む

る
に

在

b
七
が

、

材
料
、

綵
集
時
期
等

の

關
係
上

よ
め

、

−

此
月

釣
の

到
達

賦
失
敗
に
歸
せ

り
。

從
て

本
篇

逸
て

は、

新
種
類
寄
生
蟲
の

鵠

載
、

其

他
肉

二

三
、

生
態
上．

形
態

上
の
、

雜
多
鞭
名

記
邇

を
な

す

を
以
て

滿
足
ぜ

ぎ
る

隷、
か

ら

書、
る

事
と
な

れ

り
p」

惑

は
臼

へ
、

此

珍
書
生
蟲
の

現
在
の

命
布
區
域
が

康
洋
に

島
限
せ

ら
れ
あ

る
事
實
ぎ
り

、

丈

献
未
だ

從
て

尠
く
（

其
め

生

態
上

其

他
一

般
の

知
見

獪
ほ

充

分
な

ら

ざ

る
べ

く

恵
抵，
ゐ

る

今
日、

本
小

篇
も

、

亦
多
少
の

參
考

芝
な

泌

處
あ

る
ぺ

し
と
擦
壷

。

　

宿
主

學
名
の

査
定
に

就
て

は
、

動
物
學
教
室
の

田

中
理

學
士

を

煩
は

し、

材
料
探
集
其

他
の

點
に

就
て

は、

大
津
臨
湖
實
驗
所
の

川
村
理

學
士

・

赤
塚

氏、

滋

賀
縣
水
産

試
驗

塲
の

川

端
・

内
山・

田

中
・

村
上
の

諸
氏
よ

り
、

尠
か

ら
澱

便
宜

と
厚
意
と
を
與
へ

ら

れ

忙

b
。

碕
ほ
、

写

憲
師
飯
島
數

授
臆
い

余
の

爲
に

新
寄
生
蟲
種
名
選

定

の

勞
を
取
嚇
羸

忽
サ

。

鎧
に

謹

で
之
等
の

諸
氏

に

威
謝
の

意
葱
表

、

す
。

　
　
　
（

二
）

材

　

料

　
材
料
と

し
て

は、

下
の

數
種
の

魚
類、

嵜
生

蟲
を
用
ひ
だ

b
。

及
其

等
に

寄
生
t
セ

ゐ

麁
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1
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崔
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身・

　
鬼
　
大

正

四

年
；

月
よ

り

四

月
に

掛

け、

大

津
に
て

探
集
し
髭

る

も

の
。

懿
數
三

十

五

尾
。

（

川
村
理

學
士

よ

参

悪
邃。
）

　
瓦

　
大
正

四

年
八

月
十
五

日^
・

彦
根
に

て

綵
集

し
セ

る

も
の

。

總
畆
鍬
亠

ハ

十

九
日

馬
。

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
．

　
　

　

・

　
（

11
）

　
」

さ
ミ
＆

蓉
簿
屡

遷
§
覈
軌

導

§
（

ぎ
穹
耄

昏

曷
○

毛

目
弱

）伽

　
大

正
四

年
八

月
十
五

日、

彦
根
に

て

採

集
。

總
數
四

十
四

尾
ゴ

　
（

III
）

警
ぎ
ξ
嚢

§
豊
§
§
§
霧

（

目
勲

。。

し

　

綵
集
塲
所

及
時
、

同
上

。

總
數
百
二

十
六

尾
。

　
（

N
）

無
畫
§
蓉
簿
竃

簿
。

§
§
馳

（

。Q
・

醤
器
田
Y

　

綵
集
塲
所
及
時

、

同
上

。

．

總
數
十
尾、

　
（

以

下
材

料
の

種
類
を
示
す
塲
合
に

、

單
に

恥

此

處
に

鳫
別

し
だ

る

IA

、

IB

、

11
、

W

馨
の

符
號

を

用
ふ

る

事
あ

る

べ

し
）

。

　

此
他

、

大
正

四

年

八

月
十
九
画
、

幽

大
津
在
の

膳
所
に
て

探
集
し

拠
る

百
七
十
九
尾
の

臥

簿
ミ
〜

o
賢

蓉
簿
霧

あ
り

。

こ

は
、

其
塲
所
に

て
、

或
特
殊
の

觀
察
を

爲
ず
に

用
び
ら
れ

陀

る
も
の

に
で

、

標
本

を

保
存
せ

す
、

r

種
名
不

明
な

b
。

　

徇

ほ、

以
上

列
記
し

だ

る

數
字
の

明

瞭
な

る

者

以

外
に

、

大
正

睥

年
八

月
屯、

彦
根
及
大

津
に

て

觀
察
し
た

る

」

籌
§
ミ

養
簿
§

數
＋
尾
あ

り
。

　

　
（

三
）

寄

生

率

八

丹
十

五

日

彦
根
に

於
て

得
陀

る

四
種

の
ボ

ナ

（

」

鼻

ミ
ミ
§

響
゜
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鏨
塞

の

方

言
）

に

就
て

繊
し
た

る

き
ミ
ざ
毳
§
毳

の

寄
生
率
（

孔

あ

う

て

も
残
に

寄
生

蟲
な

き

塲
合
あ
れ

ば、

叢
密
に

は

有
孔

牽

と

日

ふ

方
適
當

な

ら
ん

か
）

は

下

の

如

し
。

（

材
料
工

の
A
は、

規

村

氏
が

有
孔
の

者
を

選
み

て

探
集
迭
附
せ

ら
れ

た

る

も

の

故
、

下

表

中

に

は

之
を

省
略
せ

う
。

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

．
貢

る

こ

と

を
報
告
ぜ
う
、

リ

チ

ャ

ー

ド

ソ

ン

の

檢
し

陀

る

宿
主

偲

體
の

總

數
は

不

明

な

れ

ど、

恐

ら
く

は．

探

集
時
期
（

リ

チ

壕

ー

ド

ソ

ン

の

報
告
に

は

綵
集
時

期
の

詑

載
無

き

も
） 、

或
は

（

殊
に
〉

探
集

塲
所
の

相
違
に

よ

り、
‘

伺
一

種
類
の

宿
主

に

て

も、

其
の

寄
生

率

に

多

少
の

變
化

あ

る

事
な

る
べ

し
O

H
「
　 I

　 B

“

一＿ 1＿一一

材

料

　
　
に

孔

な

有
寸

る

　

周

上

孔

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

有
ぜ

ざ
る

゜

偲

跨
黴
ー」
…
ー

ー

佃
體
の

數
　。

　
　
　

西

　
｝

　
五

五

　
　

二

三

　
　
　

　
　
　
　

　
　
一
コ

　 1

　｝
三 iO

厚
　
　
　

二

〇

％

…
…

「
ー

凶

引
判

、

f

．

m

一

二

六

○

七

三

〇

％

（3 丿

　

以
上
は、

檢
査

に

供

し
沈
る

標

本
の

數
極
め

て

尠
き

故、

か

主

る

數
字
的
の

計
算
を
な

す
に

は

瀬
る

不

完
全
な

る

材
料
な

れ

ど、

獪
ほ

之

に

攘
つ

て
、

如
上

の

時
期
及

塲
所
に

於
る

ー

（

」

鼻

阜

智

聴
貸

蝕
麸

君
謎

愨
）

及

騨
（

涛
§
ξ
§
簿
§

§

§
贈

毳
）

の

寄

生
牽
の

珂

な

り

高

ぐ、

豆

（

臥
偽

奮

誉
讐
§
討

§

遷
§
§
遭
§
象

）

の

大
に

高
《

、

斑
（

昏
富
§
睾
ミ
ミ
鼠
蕊
軸

§
恥

§
書

）

の

極
め

て

低
き

こ

と

を
略
ぼ

想
見
す
る

に

足

る
べ

し
。

　

上

認
の

如
ぐ
、

余
は、

百
二

十
六

尾
の

＼叫

さ
鼠
〜

。

魯
§
丶

§
§四
欝
挙

諱

蠱
暴

（

弓・

卸

。。・
）

〔

解
宀
触

§
。

躄
§

§
（

齧
田
温一
〇

髻
）

〕

を

檢
し

た

れ

ど、
一

禰
の

寄
生

蟲
を

巻

發

見
せ

ざ
う

し

が、

恥

型，

b
暇
め

、

塾

は
（

論
文

前
娼
） 、

九
弼

倒

詈
碧
践
o

産
の

ト
〜
へ

§
題
o
〜
へ

野
ミ
且
O。

o

甲

薫
峯
目

巨
）

よ

参、

雌

雄
の

寄
ミ
ぎ
ミ、
§
§
丶

§）
§
§
鋤

勢

を

得
、

近
江

余
吾
湖
産
の

同
種
宿
主

よ

う、

　一

個
（

雄
）

の

ト

薯
耄

§
§
§

を
得

　

　
　
（

論

　

醗
）

O
琵

琶
糊

産
の

ぎ僻
喧
臭
§
毳

に

貌
て

（

石

鍵
）

　

　
　
（

四
）

　

寄
生

蟲
の

種
類

　

余
が

檢
査
し
把

る

三

種
の

有
寄
生
蟲

宿
主

材
料
（

、

寄
生
率
』

の

項
參
照
）

よ
ら

」

得

た
る

「

イ

ク

シ

オ

ク

セ

ヌ

ス

」

は、

總
て

二

種

類

な

参
。

其
中
一

種
は
（

之

を

假

に

i
乏
す
）

．

ヲ

チ
ャ

塘

ド

ソ

ン

の

記
載
し
π
る

N

戞
§
§
§

轟

と
大

體
一

致
す

る

故
、

之
を

該
種
と

同
→

な

b
と
看
微
し

置

く

も、

他
の
一

種
は
（

之
を
假

に一
11

と
す
）

明
か

に

夫

と
異
れ

う。

（

誉
隷
ざ
o

§
蕁

§

壽）

慧
評

£

§
蕊
ミ

§
び

馨’

ぎ
ぐ・

』

の

項
參
照

。

）

術

ほ、

リ

チ
ャ

ー

ド

ソ

ン

の

圏
詮

せ

る

慮
に

據
れ

ば、
…
u

は

夊，
明
か
に

N°

マ
ミ
鑓

ぎ
霧
毬

国
国
翻

男
戸

o
湧

と
も
異
る

。

乘

に、

と

マ

ラ

ヤ

産
の

 

§
黜

誤

馨
ぎ

§
に

書
生
し．−

“

八

八
四

年
o。

o

誓
自」
）

爵
及

蜜

鬯
纛
髯
に

依
て

認

載
さ

れ

詫

う

と
云

ふ
N・

§

§
靺

§
§
恥

に

就
て

は、

余
は、

目
下、

比

較

醗
究
す
。

へ

き

標
本
も

圖
書
も

厨

有
せ

ざ

る

に

よ
り
、

直
ち

に

兩

者
の

異
同
を
封
別

し
能

は

ざ
る

も、

暫
く

之

を
（

銭

を
）

新
種

と

椴
定
し、

警
ミ

ざ
§
§
謹

§
§
、

蕘帖
ミ

§
§
 

と

呼
ぶ
べ

し
。

　

魯
ほ、

各

材
料

群

よ

う

得
覚

る

寄
生
蟲
の

種
類
別

を
表
示
せ

ば

左
の

如
し。

　
　
　
　
　
　
　
　

’

　

材
料
IA

よ

参

得
π

る

も
の

’

TL ”

ヂ
N 工工

一Eleotronlo 　Mbrary 　Ser ▽ loe
、
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一月十五日

盆
・

翫
）

0
琵
琶
櫛
産
の

窰
量
亀

鼕
に

華
．

（

石

井
）

町

司
’．

 

導

　
　・

さ
ミ
討

弩
鷺

§
器
、

§
§
§
駐
切
Ho

鬱
切

冨
o
罫

　
材
料
亙

島

ま

ら

得
把

る

も

の

　
　
　

角

罫
苳
竃
§
 

塞

§

蔓
潮

§
洋

ミ
遭
慧

塁

愚・
誉
o
〈・

　

材
料
11

よ

b
得
陀

る

も
の

　

　
　
　

　
　

　
ー

　
　
　
N

§
ぎ
§
§
袋

ζ
§
§
§
塾

皆
舞
舅

富
自・

　
材．
料
W
よ
サ

得
セ

る

も
の．

 

　
　
　
N

審
味

ざ
§
ミ

§

ξ
§
§
§
・・
帖

。 ・

切
δ
口

監
］

）

の

舅・

、
．

上
表
中
“

材
料
」

は
、國

同
一

宿
主
（

弧

暮
ミ
o

讐
§
討

§

§
母
黛

Y
な

る

に
、

「

装

の
綵
集
塲

癬
及
時
期
の
相
違
せ

る

二
，

群
に

よ

り
（

A

は

二

月
乃
至

四

月
中
大

津
探
集、

8
は

八

月

十

五

日

彦
根

採
集
）

、

そ

れ
み

丶
互

に

異
れ

る

別

種
の

寄
生
蟲
を

宿
せ

参
。

之
れ

地

方
的
の

關
係
ζ

由
る

か、

或
は

叉

探
集
時
期
の

關

係
に

由
る

か
、

そ

は

他

日

の

確
定
に

俟
詑

ざ
る

べ

か

ら

す
。

・

衙
ほ
、

上

寵
の

餐
材
料

は
、

夫
々

一

種

類
の

寄
生

蟲
を
宿

し、

同
一

材
料
に

し
て
、

同

時
に

兩
種

の

寄
生

蟲
を

宿
せ

る

者
は

無
し．

　

艾、

上
記
の

寄
生
蟲
穩
鋼
表
に

據

れ
ば、

新
寄
生

蟲

N．

起
賊

浄

簿

§
聽

款
黛
恕

§

は、

（

少
く

と
も

前

記
の

塲
所
及
時

期

に

於

て

は
）

卜

、

§
§
恥

鼠
晦

よ

り

稀
な

る

も

の

な

る

こ

と
を

想
見
す
る

を

得
ぺ

し
。

（

曾
て
、

『

動
物
學
雜
誌
』

第
三

百

十
九

號

に

報
告
し

置
き
だ

る

石
川
懸
今
江
潟
産
の

誉
曹
勸

§
鬟
ぎ
之

§
§

に

寄
生
せ

る

「

イ

ク

シ

オ

ク

セ

ヌ

ス

」

も

亦、

N°

智
覧

§
§
勉
 

と
局
一

の

も
の

な

り
V

　

附
記

。

今
江
潟
産
の
「

イ

ク

シ

オ

ク

ヌ

ス

」

を
報
告
せ

る

塲
合
に

も
一

寸
述
べ

置
き
だ

れ

ど、
、

恥
デ

湘

ヒ
ド

坊

拍

の

記

述

せ

る

ト

、

罨
§
§
駐

蛋
o

鐔
智
。。

〔
勇

と

丶・
丶
“

§
ミ

ぎ
§
ミ

目

芻
資
o

塁

乏

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　●

　

の

差
異
は

、

餘
り

著
し
き
も
の

に

あ

ら

ず。

叉
ヲ

チ

ャ

ー

ド

ソ

ン

の

　

與
へ

だ

る

ト
丶

§
o
噛

§
豸
需

及

卜

竒
N

ミ

ξ
潮
象

蕊
ミ

の

固
を
比

較

す

　

る

に
、

兩

者

の
差

異
は、

余
が

今
厠
懸

見
し

た
る

駆

亀
鐘

§
辱
唱

　

ミ

§
と

、．

夬

等
何
れ

と
も
の

差

異
に

比

し
て
、

一

見

著
し

く

小

な

　

り
。

爾
ほ、

彼

女
は、

二

者
相

違
の
一

と
し

て

肓
o
娼

釜
の

長
短

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　

を

墨
げ
た

れ

ど

（

N

こ
§・

の

方
、

卜

戔
N・

よ

蚤
短

し
む
日

ふ

聖

　
O
団

露
o

臣
o

錠
＄

に

屬
す
る

者

の

尋
o

帽
o
動

の

長
短
は
（

已
に

嗣

疑
煢

曷
ξ
鬘

（ ．

函
・

蠶
σ・
Φ

簿
国
Φ

艮
凱
。・

−
勉

霞

廚

§
留

量
鑿

　
○

譽

鼠
O

冨
矯．

し
鵠
9
唱゜
◎口

GD
）

も

指
摘
し
陀

る

如
や
沸

餘
ゑ

恒．
定
駒

　

の

者
麟
ば

め
ら
す

。

更
に

、

彼
女
の

鬧
書
よ

b
“

到

す

る

に
ト

磐

　
、

§
§
§
駐

の

雄
の

自
o

戛
卑

の

長
さ

は
、

ト

ミ
警
寒
§
翁
．

 
礁

　

の

そ

れ

に

比

し
、

特
に

注
意
す
べ

き

程
の

差
異
を
宗
さ

す
。

斯
の

…
　

如

く、

卜

丶

§
o

慧
§
詠

と
N

竜
馬

ミ
蕁

魯
§
§

と・
の

種
類

的
差

別
に

　

就
て

は、

疑
問
を
挾
む
べ

き

點
數
漸

み
れ

ど、

併
し
な、
が

ら、
贈

余

　

は

目

下

卜

聴
NN

慧

寒
§
卜

軌

無

に

就
て

、

其
め

標

本
も
亦

、

比
較
す

ペ

ゾ

く

充
分
に

精
細
な

る

圖

書
若

ぐ
は

記
載
を

軋

所
有
せ

ざ
る

に
よ

　

り、

暫
く

ト
、

§
§
§
喜

の

名
を

保
存
し
て

、

余
が

同

定
用
に

供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
冒

　

せ

b
。

　
　
　

　
　
　
匸

：

　
　
　
　
　
　

　
　
　
辱

　　　　　　　　　　　　　　r．、，、

　　　　　　　　　　　　
1
’
t’：・1『

　　　　　　　　　　
I

　 Il 　 断
　　　　　　　　　　II

’
　

「
訌

・ L
弊

ary 暗噸 ・
／
X

隼
』 、、凵。・i1誠 ：tilx．L’　k

　
　

　
（

五
）

　

ぎ
ご
帖

き

罎
o
§
曾
雪
龕
o

篭
論
さ
o
鴛

壽
ミ
ミ
竃
誤

　
　

　

　

　

　

　
qロ
噂
・

　
暉

卩

O
頃、
・

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
の
　
　

　
（

1
）

　
一

般
的

特
徴
　
N°

§
軌

簿
潮

§
§．
馬

ミ
§
き

は、

雌
雄

何
れ

に

於
て

も
、

其

形
一

見

し
て

著
し
く

N

戞

§
§
§

喜

と
異
れ
b

。

前
者
の

雌

は、

其
の

外

觀
、

寧
ろ、

も
◎

目
国

襃

遠
征
隊
が
一

九

〇

N 工工
一
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四

年
爾
画

に

て

操
集
し
た

る

密
§
ミ

選噛

に

寄
生
し

居
把

り

と
日

ふ

丶

さ

ミ

§
ミ

§

耋
誉
ミ

磁
o

謇
蘯
冒
目

勲

髯
鬟
裟
邑

碧
　
に

類

桜

す
。

而

し
て

爾
者
の
一

般
的

相

違
は、

其
の

形

態、

自
由
生
活

を

營
む

等

脚
類
の

原

型

を

距

る

こ

と、

ト

竜

§
潮

憩
肺

ミ

§
§
炉

の

方

遙
に

N

戞

毳
§
§

駐

よ
h

少

き
點

に

在
b

。

別

言
す
れ

ば
、

寄
生

生

活
の

爲
に

起
れ
る

體
形
の

變
牝
は

、

前
者

の

方
小

に

し
て

後
者

の

方
大

な

参
。

殊
に
丶9

起
訂

琴
轄
躰

ミ
ミ
ま

ミ

の

碓
に

於
て

は
、

期
の

齋

き
變
化
を
認
む
る

こ

と
極

め

て

少
し

。

之

れ、

其
の

性

歌
が
、

自

由
生
活
若
く

は

孕

寄
生
を
な

す

他
の

等
脚
類
と

相

顕

る
こ

と

比

較

酌
に

小

な

る

が

爲
な

る
べ

し
。

　
卜

鳰

窟
q。
簿

巷
蛛

ミ
戚

魯
§
は

、

一

般
に、

體
直
に

し
て

扁
し

（

背

腹

面
に

就

て

日

ふ
）

。

殊

に

雌
の

後

部
は

殆

ん

ど

扁
學

な

b
。

之
に

反

し
て
、

卜

甘
憶

§
§

釜

に

て

は、

體
一

般
に

箸
し
ぐ

腹
面
に

向
つ

て

齣
れ
り

。

（

背
面

戯
に

し
て

腹
面
四
）

。

此

の

關

係
は

、

殊
に

雌
の

尾
部、

及

雄
に

於
て
、

最
も

著
し

。

　

雌
の ．
體
は

邁
常
少
し

く

右
若
く

は

左
に

屈

融

す
れ

ど
（

此
の

曲

う

方
は

、

宿
主

腹
壁

に

於
る

孔
口

位
置
に

闕
嚀

。

孔
日

右
側
に

在

る

塲
合
に

は

右
に

曲

わ、
．
左

儺

に

在
る

塲
合
に

は

左

に

曲
る

。

術

ほ、

此
の

屈

曲
は、

寄
生
蟲
尾

部
が

呼
吸
を
な

す
べ

く
孔
口

に

逹

せ

ん
が

爲
に

起
れ
る

屈
曲
起

連
れ
て

生
誉

し

も
の

な

う
。

尾

部
の

屈
曲

に

就
て

は
、

更
に

別
項

『

腹
膜
嚢
と
其
内
に

於
る

寄
生
蟲
の

位
置
』

參

照
、

、

雌
馘

殆

ん

ど

直
に

し
て

整
形
な

う
。

此
の

點
は

ト

、

耄
§
§
。 ・

簿

に

於
て

も

賂
ぽ

同

樣
な

う
。

　

體
の

中
央

部
は
（

雌
に

就
て

日

ふ

と

ト

§
慧
浮

§
融

置
覧
ミ
さ

の

方

（

論
　

　
蔑
）

　
0
琵

琶
産
の

智
9、，
魁

霙
象
器

に

親
て

　
（

石

井
）

！

摘
、

§
§
§

駐
よ

り

比

較
的
に

箸
し

く
幅
狹
し

け

後
者
に

於

て

拡、

背
面
全

體
と

し
て

卵
形

若
く

は

類
劉
形

を

呈
せ

ど、

前
者
に

於
て

は、

體
の

中

央

部
と

前

部
或
は

後
部
と
の

問

に、

餘

b
著
し
き

輻

員
の

差
違
な

し
。

叉
、

ト

鳶

曇
潮

§
欝
置

魯
§

は、

一

般
に

ト

丶

§
薯
き
誨

よ

勢
、

胴

部
の

長
さ

小

に

し
て

、

幅
大

な

う
。

（

次

表
參

照
。

）

　

諸

附
屬
肢
（
冖

げ
O
同

費
O
ざ

♂
σq
詳

ビ一
〇
〇

噂
Q
斷

∬

扈
呉）

奪
象

等
）

は、

一

般

に、

卜

§
画

勧

蕁

§
驚

瀏
ミ
§
轟

の

方
N

鼠
§
皇
§
塾

よ

う

良
く

發
達
せ

参
。

殊
に

前
者
雄
に

於
る

胸
脚
の

發
逹
は

最
も

著
し

。

　

　
　
　
ほ

　
ロ

　
の

　
む

　
ハ

ー1
）

　
眼
の

大

譁

　
恒

§
傍

蕁
§
禽

試
俺

§
ミ

杠
て

は
、

雄
の

眼

は、

邇

常、

雌
の

眼

よ

 

少

し
く

大
な

う
。

而

し
て

雌
の

眼
は

N・

境

§
§

§
墓

の

雌
の

眼

乏
殆

ん

ど
短

大
な

り
。

ト

、

薹
§
§
肋

身

に

て

は、

雌

雄
の

眼
の

夫
さ

殆
ん

ど
詞

様
な
る

か、

或
は

極
め
て

少

し

く

雌
の

方

大
な

 
。

馳

　

　
　
　
の

　
り

　
（
m
）

　
觸

角
（

雌
）

　
第
一

觸

角
（

聯
か

鹹
）

は、

邁

常
八

節
よ

も

成

る。

墓

部
の

二

節
は

著
し

く

太
く
、

次
の

第
三

乃

至

第
六

の

四

節

は
、

稍
趨
く
し
て

殆

ん

ど
同

大
、

第
七

篩
は

更

に

細

長
ζ、

最
後

の
一

簾
は

極
め

て

小

な

り
り

第
一

觸
角
は

登

體
の

長
さ

約
0

・

九
八

粍
あ
り

。

第
二

觸
角

广

鱗
ト

鹹
y

は
、

第
一

觸
角
よ

り

少

し

く
大
に

し

て、

長
さ

約
…
・

〇
六

耗
あ
う

。

其

の

先

端
は

多
少

前
後
に

篇
く
な

五

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servioe
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、

（

晦

　

難

O
琵
磁
潮
蠹
の

顰
牒

竃
§
簿

犠、

蟻
て

（

石

井
）

れ

う
。

通
常
八

節
よ

り

威
る

．

各
節
藏
（

最

先

端
の
一

節
を
除
き
累

一

般
に

、

長
さ

よ

b
幅
の

方
少

し
く

大
な

り
、

最
先
端
の
一

節
は

小

に

し

て、
、

鈍
端
を

有
す
る

圓
錐

形
を

呈
す

η

・

ミ
§
§

粒
に

於
て

は
、

第

扇
負
聯

巌
ぼ、

矢
張

姦

常
八

節
よ

b
な
塾
、

長
さ

も

略
ぽ

憎

§
蹄

蕁
§
融
蕊
黛
§

§

の

塲
合

乏
同

じ

け
れ

ど
、

∴

先

端
の

五 、
篩
殆

ん

ど
同
大
に

し

て、

基

部
の
三

節
幽
舮

著
し
く

小
麺
る
點

．

後
者
と

趣
を
異
に

せ

動
。

第
二

觸

角

轟

鏃
〉
は

．

一

般
に

九
範
よ

り

威
ウ

、

長
凱

は

略
ぼ

ト

畳
、

簿
？

簑
黒
審
§
の

礬
ど
同
一

，

塗
づ
ρ

薹

部
よ

動

二

番
目

め

篩
ぱ、
“

短

く

し
で

幅
廣
も

、

次
の

三

節
へ

殊
に

第
四、

第
五
）

ほ

稍
細

長
（、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
ミ

先
端
の

西

篩
ば

殖
ん

ど

同
大
に

し

て、

他
よ
b
著
し

く

小

な

り
。

　

　
　
　
　

　
　

　
　

　
の

　
　
　
の
　
の

ー
へ

N
）

　

胴
部
の

最

後
の

節
（

雌
）

　
此
の

節
の

構
造

は
、

兩

種
に

於

て

著
し
く

異
コ

れ

う
φ

即
ち、
、

8

憩
詠

ミ
轄
融

蕊
驚
§

諱

に

て

は、
，

其

形
や

≧

孚
月

状
に
し
て
、

幅
少

し
く

長
さ

ま

b

大

な

れ

ど、

恒

丶

§
§
§
伽

詠

に

て

は
、

類

方

形
（

角
部
圓

き
）

或
は

轅

卵
形
に

し
て

、．

往
恥

、

長
さ

の

方
幅
よ

り

少

し
く

大
な

る

こ

と
あ

り
。

又、

後
者

に
於
て

は
、

此

節
の

自
由

縁、

逋
常

、

腹
面
に

向
つ

て

屈
曲
し、

且

つ、
−

背

面
中

央
線
に

於
て

（

殊
に

其
の

前
方
の

部
分
に

）

、

縱
に

走

る

透

明
な

る

部

域
あ

れ

ど、

前
者
に

於

て

桜、

自
由
縁
の

屈

曲
も

無
く
、

亦、

背
面
中
央
線
の

透
明
域
も

無
し

。

　

　
　
　
　
　
　

　
（

V
）

　
胸

脚

　
何
れ

も
良
く
發
違
せ

b
。

殊

に

瑳
の

胸
脚
は

頗

る

良
く

（

就
中

後
方
の

四

脚 −
は

更
に

よ

く
）

發

逹
せ

り
。

最
初
の

三

脚
は

稍
前

方

に

向
ひ、

絡
b
の

長

大
な

る

四

脚
は

稍
後

方

に

向
べ

う
。

釣
状
を
な

せ

る

末
節

守
9
讐
誕

は
ー

N°
丶

§
o

ミ
蕊

書

に

於
る

丿

嚢

　

よ

り

強

大

な

り
。

次
の

題
噂

呂
墓

も、

恒

巉
憂
簿

餐
き
画

§
越

 

　

方

凶
丶

§
。

髢
謹
野

よ
伽

大
な

参。
。

霧
や

声
β
露
。
°。

及

書
匿
繕

無
塔

　
N°

起
画
肋

寒

§
魚

蔑
驚
§

§

に

て

は描

別
に

局
部
紬
の

膨
火

を

栄
さ

ず
れ

　

ど、

ト
丶

§
§
§
め

訂

に

て

は
、

各
鰤
の

下

面
へ

殊
に

其
の

前
端［
〉

著」

　

し
く
膨
れ

だ

参
．

　
　
　
　

　
　
　
　

胃

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
λ

顎
）

　
プ
レ

オ

ボ

ッ

瀞
（

雌、

最
前

方
の

者
）

、

何
れ

も
葉
歌
に

　

し

て、

外

肢
は

卵
形

或
は

類
圓
形

、

内
肢
は

稍
腎
臓

形
を

呈
す

。

　

叉、「

外
肢

に
地
し

で
僅
か

に
小

さ

ζ
、

、
且
つ

幅
狹

し
噂・

脚

賦

農ワ
守

　
富

§
鼠
畛
・

に

於
て

鳳
、

副

般
に
，

共
形

、°・「
弊

§
蟄

書
喘

ミ
遭
婁
蓉

に

於、

　

る

よ

う
も

細
長
に

し
て
、

稍
長

楕
圓

形

を

呈
せ

り
。

殊
に

、

−

内
肢

　

は、

外

肢

に

比

し
て

署
し

く

小
さ

く
、

且
つ

幅
狹
し

。・

禽
ほ

第
二．

　

の

覧
 

o
娼
o
伽

に

就
て

見

る

に、

卜

§
艦

晦

簿
§
鄭

塁
麟

鼠
§

苳

に

て

は、

雌

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
の

　

雄
共、

其
の

内
肢
に、

殆

ん

ど
同

大
の

長
き

ス

碧
娼
 
H

幽
羅

拷
碑

撃

　
o

島
髯
．−

あ

れ

ど
、

卜

嚢
鴬

§
§

誤

に
て

は、

一

般
の

塲
合
に

於
る

　

が

如

く
、

雄
に

あ

る

の

み

に

し
て
．

雌

に

は

之

無

t
。

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　

　

　

　

　
（

亙IV
）

・
・

噸
・

（

雌
．

右

芻
者

．．

何
れ

も

尾
部
左
方

蒲

　

れ

る

標

本
）

　
内
肢
が

外

肢
に

比

し

て

著
し

く

短
小

な

る

こ

と
、

…

訟
踊

諜

誕
蜻
融

醪
階
警
灘
芻

疑
齦

4
　

し
く

後
側

方

に

射

出
せ

る

こ

と
な

ど

は
、

N
戞

§
§
§

雲

に

比
し

て

特
異
な

る

點
な

り

蹙
韈
騨．

ミ
§
ミ
蠧
に

於
て

は、

内

　

外
雨

肢
は

殆

ん

ど

同

長
に

て
、

外
肢
は

少

し
く

吶
肢
よ

う
幅
狭
，
・

、

　

外

肢
の

内
縁
は、

邇
常、

内
肢
の

下

方
に

蔭
れ
た

力
。

叉
、

毒
obo

幽

　

登

體
も、

通

常、

胴

部
最

媛
節
の

側
縁
に

密
接
し

（

或
穩

少

し
（

其

　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 1s
N 工工

一E ’ e °仁「 ° n
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の

下

方
に

蔭
れ
）

、

著
し
く

側
方
に

射
幽

す
る

こ

と
な

し
。

　
N
戞

§
o

蕘
毳
鰍

鱒

に

て

は、

内
外
爾

肢
の

後
縁
及
外
縁
に

洛

う
て

、

多
少
の

短
き

毛

状
突
起
あ

れ

ど、

国凾

。

喜
・。

き
。

鷺
ミ
き
寒

ミ

に

て

は
、

斯
の

如
き

突
起
殆
ん

ど
之

無
し．、

徇
ほ

、

N

嵐
起
§
§
塾
に

て

は、

再
嗜
呂

は、

胴
部
最
後
部
と
殆

ん

ど
同

長
な

る

か、

或
は

夫

よ

り

少

し
く

短
け

れ

ど、

卜

§
慧
諍

韓
妹

豊
ミ

§“

に

て

は
、

胴

那
最

後

節
と
殆
ん

ど
伺
長
な

る

が
、

或
は

夫

よ

り
少
し
長
し

。

　
　
　
（

六
）

　
卵、

幼
胚、

仔
虫

、

及
自
由
生

活

の

幼
型

（

亙
）

恥

卵
は

何

れ
の

種
類
に

て

も

球
形
に

し
て
・

鮮
か

な

る

黄
色
を

呈
す

。

大
さ

は、

直
徑
約
一

粍
に

し
て
、

爾
種
典

殆

ん

ど
同
樣
な

れ

ど、

屡
々
、

N・

§
釁
ぎ
冒

欝

ミ

魯
§

の

卵
の

方
少

し

く

大
な

る

こ

と
あ

う
。

　

　，

　

　

　

　

　

−

　
　
　

　
の

　
の

　
（

11
）

　
幼
脛
　

幼
胚

は、

　
一

般
に、

卵
形
若
く
は

鈍
端
を
有

す

る

菱
形

を
な

し、

中
央
部
膨
れ、

前
後
の

爾
部
や
蓋

細
く

な

れ

り
。

（

聯

張

罐
魍

膨
れ

詑

る

部
分
は

胸
部
に

し
て
、

墾
な

れ
る

部
は、
」
そ
れ

み

丶、

頭

部
若

ζ

は

膕

部
な

り
。

頭

部
は

觸

部
よ

参

少
し

く

輻

廣
ぎ

代
り

に、

長
さ

小

な

う
。

通

常、

全

體
の

輪
廓
僅

に

不

整
形

に

し
て
、

一

側
の

方

少

し

く
他

働
よ

b
膨

れ

だ

り
。

前

縁
は、

多

少

扁
く

な

う、

或
は

少

し

ぐ
凹
め

参。

尾
端
は

圓
し

。

充

分
發
育
せ

る

者
に

て

は、

胸
部
に

も、

胴
部
に

も、
、

各
七

個
づ

≧

の

體
節
を

見
、

叉、

既
に

複
眼

性
の

構
造
を

示
す

眼

を

明
か

に

・

認
め

得
』

，

眼
は

黒

褐
色
の

大

な

る

班
點
に

し
て
、

各
一

懶
つ

づ
、

突

出
せ

る

頭

部
の

後
端
に

位
置
す

。

幼
胚
は

、

獪
ほ

、

薄
き

卵
殼

内
に

包
ま
れ
あ

う、

卵
と

蜀

樣、

鮮
か

な

る

黄
色
を
呈
す

。

　

以

上

は
、

圭

と
し
て
、

N°
》

遠
§
§

器

の

幼
胚
に

就
て

記
逋
し

元

る

も
の

な

れ

ど
、

卜

§
§
§
ミ

§

§

の

幼
魅
も

、

大
體
そ旧

れ

乏
相
類
似
せ

り
。

併
し
な

が

ら、

余
の

檢
し
だ

る

N・

§
叢
ぎ
・

慧
ミ
膏

費
ミ

の

幼
胚

は、

獪
ほ

比

較
的

幼
小
な

る

標
本
の

み

な

参
し

爲
か
、

體
一

般
に

卵
形
に

し
て
、

頭・
胸
”

腿
の

匿
別

ト
、

§
§
§
偽

爵

め

塲
合
の

如
く

著
し
か

ら
す、

眼
點

鵡
夫
だ

明
か

ζ

見
廠

ざ
眇

き
。

樹
穩

、

下
表
に

示
す
如
く
、

爾

饗
の

問
に

多
少
大

さ

の

差

異
あ

る

は、

或
は
勦
る

原
因、
に

由
寒

し
泥

る

も
の

な

ち
ん
か

。

母

蟲
の

種
類

　
　

」
一

　

幼

胚

の

　
　
　

　
　
　

　一

h

・

慧恥
籌

ミ

ミ、
黛

§甲
　，

長
．
さ

輻

丁

四

二

粍

丶

餮
焙

§
§
ミ
q

丁
六

九

粍

9
九

〇

粍

O・
九
二

粍

（

瀚
　
　

醜
）

　
○

琵

琶
湖
産
の

夥
ミ、
ミ
o

馨
揖

竈

に

就
て

　
（

蕎

井
）

　
　

　
　
　
　

む

　
　

　
　

興

蠶

袰
の

仔

篝
に

奮
仔

蠱、
其
の

形
態

．

大

　

體、

爾
種

共

同

襍
な

れ

ど、

細
點
に

至

り

て

は

種
々

異
鯵
う

o

　

卜

§
戚
恥

蕁

§

奪
遣

憲
§

の

仔
蟲
は
（

卜
丶

§
論

§

羃

の

仔
蟲
よ

ゲ

　

色
影
濃
厚
に

し
て

黒
く

、

叉、

體
形

少．
し
く

細
長
な

り
．

殊
に

此

　

の

饐

形

の

關

係
は

腸

部
に

於
て

著
し

（

下

出
、

測

定
表

參
照
当

ト

〜
　

§
算

簿

蜷
鮎

ミ
ミ

ミ
蓴

に

て

は、

仔
蟲
の

酔

巴

零
冫

⇔

容
℃

鼠唱

詈
o
づ

＆

へ｝

等
の

縁
邊
（

経
参

の

二

者
の

塲
合
に

は

殊
に

其
の

内
側
）

に、

著
し

　

き

齒
状
突
起
あ

れ

ど
、

N
戞

爵
§
§
竃
肋

に
て

は、

其
の

突
起
餘
り

　

著
し
か

ら
参

。

又
、

後
者
の

胸
脚
に

は、

稍
長
き

僅
數
の

練
駿
突

　

起
あ

れ

ど、

前

者
の

胸

脚
に

は、

撫
の

如

き

契
起

無
し。

欝
ほ

、

　
N

ミ

§
§
笥

譱
詠

に

て

は
、

稀
に、

審
『
Q
纏

の

未

端
及

』
き

奪
山

の

七

・N 工工
一Ele 。 tr 。 n ・ 。 　 L ・ brary 　 Ser 尋・ 。 e

、
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　」

　
　

　
（

紬
　

　
設
）

　
O
琵

琶
潮

産
の

智
賀

霞
o

髭
謡

器

に

就
て

　
（

石

井
）

先
端
に

稍
長
き
毛
験
突

起

あ

る

仔
蟲
あ

れ

ど
λ

援
條
自
由
生
浩
の

．

幼
型
及
第
亠

ハ

圓
參
照
〉 、

卜゚

起
＆

怨

§
壁
こ
鷺
§

§
’
に

は、

斯
る

有
毛

仔

蟲
を
見

す
。引

　
　
　
　
　
　

r

　

兩
種
寄
生
蟲
の

仔

蟲
測
定

表
左
の

如

し
。

（

單
位
絲
て

粍
）

。ー
　
　

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
の

　

四

　

泊
由
生
活
の

幼
型

　
八

月
十
九
日

、

膳
所
に
於

て
、

ボ

ナ

の

　

く
　の

體
表
面
に

附

着
匍
匐
し

居
陀

る
一

個
小

形
め
同
ゆ
。

它
留

を
得
陀
り

し

が、

之

は、

邑
。。

8
の

末
端
及
・

自
Q
眉
o
伽

の

先

端
に

毛
を

有

す
る

點、

其
他
軆
諸

部
分
の

構
造
等

、

獪
ほ

母

蟲
の

仔
室
内
に

在

る

ト
覧

§
§
§
駐
の

仔
蟲
（

殊
に

其
の

有
毛
の

者
）

と
全

く

同
｝

な

b
ぎ

畷
、

。

樹
ほ、

其
の

馨
部
の

測
定
表

を
示

叢
、

＝

左
の

如

し

單
位

粍
）

。

二・
七

九

　
〇・
五

三

ト　 體

　 長
一
1
『 −

O ．1 頭

　 長
一

一　胴
∴

五 　長

一

〇 　ソ テ

幽　 声

六 長 ソ

O 懐

圭
三 　長

『一

二

＿　胸

三1
旦

0
・

六

七

胴

　

幅

此

衷
と

前
出
の

仔
蟲
測
定
表
と
を
比

較
せ

ば、

其

大
さ

も
n

，

仔
室

内
に

在
る

ト
、

§
§
§
蔑
恥

の

仔
蟲
と
丶

殆

ん

ど

同
一

な

る

事
を

知

る
べ

し
。

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
了

　
是
に

據
で
、

上

記
の

H
ω

obo

塗

は、

冒
ミ

書
§

§
§

丶
愚

§
§

馨

の

自
由
活
動

型
と

看
倣
し
て

差
支
な

か

る
べ

く
、

叉、
「

イ

ン

シ

オ

ク

ゼ

ヌ

ス

」

の

仔
蟲
は

、

母

蟲
の

仔
室

内
に

在
b
て

充

分
に

發

育

　

　
　
　

　
　
　
’

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
呪

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　・
　

八

成

長
し

、

仔
室
を
去

ゐ

や
、

直
ち
に
（

多

少
の
期
聞
）

自
由
生
活
を

營
み、

魚
體
の

衰
面

等

に
附

着
し

得
る

な
の

な

る

碁

と

を
、

 

推
知

し
得
べ

し
。

・

　
・

　

　

’

　
・

　
〜

ド
 

碍
、

掴

し
〒

〆

輦

　

　
　
（

tY
−

髯
御

瑟

薹
貯

信

の

内
容

：

　
・

　
3

　
、

　
・

　
−

　

二

月
よ

り

四
月
め

問
に

採

集
し
だ
る

（

大

津
に
で
）

営
ミ

書
§
§
§

丶

§
§
§
晦

費

に

於
て

は、

何
れ

の
雌
に

て

も、
・

獪
ほ・

ヨ
鴛
讐
娼

言
短

發
逹
せ

ざ
り

し
が
、

八

月
十
五

日
、

彦
根

に
て

得
痙

る

標
本
に

於

て

は、

多
く
は
一

響
屮

湊
仁

喝

貯
琶
」
既
に

良
く
發

逹
し
2

其
内
に、

或

は
卵
を
藏
し、

或
は

幼
胚
を

藏
し、

或
は

仔
蟲
を
臓
せ

わ

四
・

ー

　

卵
及

幼
脛
は

、

含
有
す
る

卵
黄
の

爲
に
、

其

色
黄
な
れ

ど
．

仔

蟲
は、

既
に

體
表
面
に

夥
し

ぐ

發
生
せ

る

色
素
の

爲
に

、

稍
黒

裼

色
を

帶
函

。

之

等
の

色
は

、

仔
室
内
容
を
別
に

取
出
ざ
ず

と
も惰

仔

室
の

外
面
よ

り

明
か

に

之

を

認
む
る

事
を

得
。

即
ち

、

卵
若
く

は

幼
胚

を
藏
す
る

雌
蟲
の

腹
部
は

黄
色

な

れ

ど、

仔
蟲
慰

抱
く

者

の

腹
部
は

黒

褐
色
を

呈
せ

う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
°

…

　

八

月
＋
五
日
、

彦

根
に
て

得
だ

る

標
本
に

就
き

、

其

鼕
弓・

磬
鷺
毎
亭

肉
容
の

關
係
を
示
せ

ば

左
の

如
し
ゅ

　

唱

　

　

ひ
」

　　

鑓

瞥

馨
鍵
嘩
　
　
二

・ ．
，

〇

一

　
〇

　
σ
 

　

一

靠
籌
饕
§
廴
ム

　
　
　
計

　
［
三

Q

　
再

　
　

計

　
一
三

旦

七

广

七 ト
　 1

　i
九

1
四

　 1

七

二

＝

二

七
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一Electronlo 　Llb   arY 　S ∈｛茸v 土韓 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聴 ．1鰹1・
筆



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

丶

「ノ

The 　ZoolQ910al 　SOOIety 　of 　Japan

亭

號 七 十 二 百 三 第 誌 雜 學
r
勃 動（9 ）

建

塁
畳
琶
の

内

部
は、

そ

れ

ぐ
の

塲
合
に

從
ひ、

卵
・

幼

胚
、

若

く

は

仔
蟲
を

以
て
、

全
く

充

満
せ

り
。

之

等
の

内
容
勒
は、

何
れ

も
互
に

相

密
着

塵
逍
し

て

存
在
す
る

故、

殊
に

、

充
分
發

育

し
て

、

而

も

體
猶
ほ

軟
錫

な
る

仔
蟲
に

於
て

は
、

そ

れ
が

爲
に

、’

體
形
多
少
變
化
せ

る

事

あ

う
。

　
一

雌

蟲
め

湾
駟

話

毒
貯
拷

中
に

存
在
す
る

内

容
物
の

種

類
は
、

一

般
に

、

單
一

な

り
。

即

ち、

卵
を

藏
す
る

者

な

ら
ば．

概
ね
總

て

卵
に

し

て、

卵
と

幼
胚
を

混
藏
し、

或
は

幼
脛
と

仔
蟲
と

を
混

藏
す
る

等
の

事

な

し
。

而，
も

そ
の

内
容
物
の

大
さ

は、

そ
れ

み
丶

略
ぽ

均
齊
な

う。

　
一

雌

蟲
の

藏
す
る

誉
屮

ヨ

薯
言
巨

内
容
物
の

數
量
に

開
し

、

測

定
し
た

る

處
を
示
せ

ぱ

下
の

如

し
。

標

本

ド

ミ
ミ
蚤

　
一

三
・

○

並

・

　
・

　

　

τ
三

6
・

」

婁
・

篁
蠶
・

著
胚
・

嘉
・

數

　

　
　
　

　
一
一

四

一

五

九

一

≡
λ

，，
　 匡

　　　f
八 七

備

　
　

考

・

　

一

＝

6

りし

　
　

皇

・

ー，
」

旦

　
　

・

憇
灘
霧

厂

に
陸
巡
し
強
璽」

…

L
−

ー7

に
L
窪

＝
一

左
−

　

o

OlO
　 I

oo

同 1

胡

喞●

彑

・

・舳
　
　
　
　
　

唱、

こ
　
　
　

　　
：
　

　

　・

一

三
6

↓

　
○

＝
四

曳

　
〇

一

三

6
⊥

　
O

τ
七

皇

　
0一

匚
」

匡
レ
厘

 
　
　、

、

（

論
　
　

訊
）

　
e
琵

琶

湖
産
の

勾

ミ
蔓
o

莖｝
§
に

就
て

　
（

石

舞
）

、

　
N

§
ミ
評

§
驚

蕊
驚
母

§

　
の

標
本

は、

仔
室
板
多
少
開
放
し、

内

溶
物

幾
分

欖
出
せ

る

形

跡
あ
る

者
多
か

り

し

を

以

て
、

鉉
に

は
、

僅

に、

ゴ

個
の

標
本
に

鷯
て

瀏
定
し

セ

る

の

み

な

り
。

そ
れ
故、

之
を

以
て

直
ち
に
一

般
を

推
し
得
べ

炉

ら

ざ

る

に

よ

塾
、

N」

彊
挙

蕁

§
聾

ミ
画

ミ
ま

§

の

仔

室

内
容
物
の

數
量
が、

果
し
て

ト
丶

菴
§
§

器

の

夫

よ
う
小

な

る

や
否
や
は

、

暫
く

他

日

の

確

定
に

俟
控

ざ

る
べ

か

ら

す
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
馬

　
　
　
（

八
）

孔
の

位
置

　
宿
主

腹
壁
に

存
在
す
る

孔

の

位
置
に

關
し、

各
材
料

群
に

就
て

穣
し
た

る

結

果
は

左

の

如

し
。

　
材
料

1
。

枢

簿
鼠
〜

違

蓉
罫
器

ミ
ぴ

等
黛

『
c

皆
該
弾

日
国

ρ

弩
。゚

o

翠

　
（

A
）

　
大

正

四

年
二

月
よ

り

四

月
に

掛

け、

大
津
に
て

得
た

る

標
本

。

懿
數
三

十
五

尾
。

　
　
へ

ー
）

　
體
の

右

側
に
一

個
の

孔

あ

る

も
の

…

…
…

二

十
六

尾

　
　
（

2
）

　
驚
の

左

側
に

一

幗
の

孔

あ
る

も
の

…

…
…

八

　
」

尾

　
　
（

3
）

・

鱧
の

兩

側
に

各
一

個
宛
の

孔
あ
る

も
の

…
一

　

　
尾

、

（

B
）

　
大

正

四

年

八

月
十
五

日

彦
根
に

て

得
陀

る

標
本

。

總

數

＋
四

尾
。

　
　
（

1
）

　
體
の

右

側

に
一

個
の

孔

あ
る

も
の
：

…・

…

八

　

　
尾

’

九
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輸

（1G ）爽正五年月 广十五日

（

論

　

訟
〉

◎

蠶
琶

潤
産
の

曇
嚇

惹

§
羹
。・
に

麓
て

冨

篇

井
Y

　
　

　

　

入

内
一

尾
は

穿
孔

不

完
全

に

し
て
、

腹
腔
迄

達
せ

す
、

n

　
　

　

　

故
に

内
に

寄
生

蟲
無
し

o
）

　
　
（

2
）

　
饐
の

左

側
龍
←

個
の

孔

あ
る

も
の

…
：

…−

四

　
　

尾

　
　
（

δ

）

體
の

兩

側
に

各
一

個
宛
の

孔

あ

る

も
の

…
二

　
　

泥

　
　

　

　

（

内
一

尾
は

左
側
の

孔
、

他

の
一

尾
は

右
側
の

孔
不

完

　
　

　

　

全

に

て
、

腹
膣
迄
逹
せ

す。

他
の

孔

は

何
れ

も
小

な

　
　

　

　
　
り

。

）

　
材

料．
n

。

」
6
丶

§
N
。

§
§
丶

§
恥

　

遶
§

蕊
蕊
喚

§
9

　
（

『
o
国
d

珍【「

無

　
　

　

　
　

図
○

≦
H

自
ゆ一

　
　

　

　
　

　

　
　

　
と

大
正

四
年
八

月

＋
五
日

彦
根

に

て

得
泥
る

標
本

。

總

數
二

＋
三

尾
。

　
　
（

1
）

　
體
の

右
側
に
一

個
の

孔
あ
る

も
の

…
；

：

八

　
　

尾

　
．

（

2
）

−

體
の

左
側
に
一

個
の

孔
あ
る

も

の

…

…
−

十

四

尾

　
　
（

3
）

　
體
の

兩
側
に

各
一

個
宛
の

孔
あ
る

も
の

…
一

，

　

尾

　
材
料

四
．

」

き

ミ
§
§
導
§

§へ）
§
贈

§
。・

（

ω
OqH

」
国
O
国

P
）・

　
大

正

四

年
八

月
十
五

日

彦
根

に

て

得
淀

る

標
本

。

總

數
三

尾
。

　
　
（

1
）

體
の

左

側
に
一

個
の

孔

あ

る

も
の

…

…

…

三

尾

　

檢
査
し
梵

る

標
本

の

數
多
か

ら
ざ
る

故
。

勿
論
一

般
的
の

断
定

は

下

し
能

は

ざ
る

も、

上

記
の

表
の

示
す

處
に

據
れ

ば、

孔
の

位

置
は

、

宿
主

體
の

左
右
側
に

關
し
て

、

別
に

著
し

き

偏
在
性
を

示

さ

r
れ

ど
、

鉢
6

ぽ
親
o

ミ
§
蠶

§

言
ぴ

受
象

に

於
て

は、

右

側
の

塲

合

多
く、

匿

寒

ミ
§
§
ミ
竈

遷
§

§
§
§
象

及

臥

寒
無
N

§
§
簿
霧

碁
§
き
急

§

に

於

て

は、

左
側
の

塲
合

多
き

傾
向
を
表

は
せ

り
。

併

し、

何
れ
の

種
類
に

於
て

も．

鱧
の

左
右
兩

側
に

同

時
に

孔
存
在

す
る

こ

と

はー

明
か

に

稀
な

う

と

曩
ふ

こ

と

を

得
。

孔
口

の

形
及

大
芯

一

〇
L

 ｝
婦

　
　

　
（

九
）

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

鐘
．

（

、
）

．

摯
宿

毒
る

魚

體
の
腹

鬟
存

奪
る

孔
・

の

彰

は、

總
じ

て
、

圓
形
と

云

ひ

得
ん

も
、

固
よ
り

正

圓
に

は
あ

ら

ず
馬

又
、

仔
細
に、
之
を

觀
察
せ

ぱ、

種
・
々

な

る

形

あ

り
て
、

別

単
｝

建

せ

す。

併
し
な

が
ち、

其
内
最

も
普

通
な

る

は、

稍
孚
月
形
及

鈍

頂
を

有
す
る

三

鶏
亀

噬
咽

）

な

鑑
牛
月

形
（

墜

螺

壷・

な
葛

塲

合

に

は
3
其
の

凸
頂、

宿
圭
の

前
・

下

方

に

向
ひ

、・

三・

角

形

な

る

塲

合
に

は、

条
張
其
の
一

角
（

逋
常
此

の
一

角
は

最
も
鈍
な

軌
）

前・

下

方
に

向
ふ

。

叉
、

屡
々

類、

方

形

を

呈

せ

る

孔

め
め

（

墜

嘩
蜩）

、

小

形

馨
孔

は、

其
形

長
方

髪
な

す
・

と

多
し

（

聯
一

螺

項
．

併
し
な

が

ら、

其
の

長
邊

典

魚
の

體
に

對
し
て

垂

直

に

位
置

す
る

こ

と
な

く、

少

し

く

前

方
に

傾
け

り
。

類
方

形

の

塲
合
に

も

同

樣、

垂

臓
と
し
て

少
し

く

前

方
に

傾
け

h
。

。
一 ，

般

に、

孔
の

長
軸
が、

前
方
に

傾

く

や

う
に

な

れ
り

。

之

れ、

孔
は

、

宿
主

胸
鰭
の

藁

部
に

溜
う
て

穿
鷺

れ

あ

る

に、

其
の

胸
鰭
墓

部
の

方
向

が
」

前・
上

方
よ

め

稍
後
方

に

向
ふ

も
の

な

る

に

よ

り
、

、

孔
の

長
軸
の

方

樹

も、

自
熟

斯
の

如
く

な
れ

る

な

う
。

　

禽
ほ
一

個
の

大
な

る

浮
蕊

ぎ
毳
ミ

§

ξ

§
§
甲

噸

滂

の

雌

を
藏
す，

る

宿
主

（

ト

ミ
S
§
寧

§
恥

）

に

於
て
、

菱
形
の

孔

あ
る

事
を

見
だ

b・

（

聯
一

顳
第
一

咽
）

此
の

雌

は、

形

署
し

く

大

に

し
て
、

體
長
一

五．
五

粍、

饐
鰛
一

〇・
五

粍
あ
り

陀

り
。

孔

も
赤

大
形

に

し
て
、

其
長
徑

四・
五

粍
を

算
せ

り
。

N 工工
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號 七 十 二 百 三 第 誌 鵜 學 物 動（n ）

霤

　
　
　

　
の

　
の

　
（

11
）

　
大

さ
・

孔
島

の

大
さ

は
、

大
小

種
々

に

し

て
、

余
が

測

定
し

た
る

最

小
の

も
の

は、

　
∵
五

粍、

最
大
の

も
の

は

四
・

五

粍

（

何
れ

も

最

大

徑
を

瀰
る

。

以
下

特
溺
に

記
載

な

き

塲
合
皆

尉

じ
．

）

あ
り

把．
り

。

一

般
に
、

内
に

存
在
す
る

寄
生
蟲
小

な

る

時
は

、

孔

も

小

に
、

大

な
ち

時

は、

孔
も

亦
大

な

ら
。

之

に

據
て
、

孔
の

大
さ

は
。

終

始

不

變
な

る

巻
の

は

あ

ら

で
、

籾
め

は

小

な

る

も、

寄
崖

蟲
の

體
形
の

漸
衣
増
大
す

る

と

共
扛

、

或
群

度
迄

は
籏
大

す
る

も
の

な

る

こ

と
を

推
知

し

得
ぺ

し
。

漸
の

如
き

孔
の

大
さ

の

變

化
は、

嵜

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
 

生
虫

が

呼
吸
の

爲
に

其
の

體
の

後

部
を
孔
臼

に
，

於

て

蓮
動
せ

し

む

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
｝

る

こ

と
（

融

項
『

寄
生
蟲
の

示

す
邏
動
』

參

照
）

、

及
比
較
齣

運
勧

活

撥
な

る

雄
若
く

は

幼
形
が
、

時
々

孔

口

よ

う

出

入

す

る

こ

と

等
に
、

其

墓
因

を

有
す
る

な

る
べ

し
。

　
一

般
に、

小

形
な

る
孔
を
有
す

る

宿
主

の

鱧
中
に

は、

寄
生
蟲
無

き
こ

と

多
く

、

害
生

蟲
め

る

者

は、

三

粍
内

外
の

大

形

な
る

孔
を

有
す
る

事
が

普
遯
な

b
。

今
、

各

材
料

群
に

就
て

瀾
定
し

た
る

孔

ロ

の

大
さ

を

示
せ

ば、、

左
の

如
し

．

材

羅
鰭
攀

雛
五

瓢

　
材
料

1
。

（

B
）

。

　
　
最
小
の

者
　一
・
五

粍、

最

大

の

事、

三
・
五

粍
。

材
料

H
。

　
　
最
小
の

者、

二

粍
。

最

大
の

者
、

三
・

五

粍
。

　
　
體
の

爾
側
に

孔
あ

る

者
、

何
れ

の
飼
の

も
の

も
一

，

五

耗
。

（

諭

　
　
設
）

　
○

琵

琶
湖

産
の

ミ

§
弩
鏨

鬘
ζ

競
て

　〔
石

拝
）

し

　
　

　
（

此

群
の

孔

は、

宿
主

の

體
形
に

沈

し、

比

較
的
に

大
な

り
．

　
　

之
れ、

此

の

群
の

宿
主
の

體
質
が、

他

の

者
に

銘

し、

割
合

　
　
に

柔
軟
な

る

を
以

て
、

穿
孔

容
易
な

る

が

爲
な

ら

ん
か

。

）

材

料

N
．

　
　

最
小
め

素
、

四

粍
。

最
大

の

者
、

四
戸

五

粍
。

　
以

上

の

表
よ

う

見
る

扛、

一

般
に、

最
小

孔
の

大
さ

は

∵
五

耗、

最
大

孔
の

大
さ

は

三

金
粍
な

リ

ハ

材
料

脚

の

四・
五

粍
は
只
一

例

故

例
外
と

見
る

）
。

滞

し
て
、

最

小
孔
の

長
徑

∵
五

粍
は
一

獪
ほ

母

蟲
の

仔
室

内
に

在
る

仔
蟲
の

醴
幅

と
相
距
る

こ

と

薀
か

ら
す

。

鳥

卵、

幼
胚、

仔
蟲
及

自

由
生

活
の

幼
型
』

の

項
滲
照
）

之

に

擦

て
、

仔

蟲
は、

母

蟲
の

仔
室

よ
り

脱
鐵
後

、

程
な

く

新
宿
注［
を
捜

索
し
て
、

穿
孔・

寄
生
す

る

に

至

る

も
の

な
る

こ

と、

察

知
す
る

に

難
か

ら
す

。

叉
、

充
分
成

長
せ

る

雄
の

體
幅
は、
一

般
に

』
昌

乃
歪

五

粍
に

し

て
、

雌
の

體
輻
は

五

乃
至
一

〇
粍
な

る

を

以
てイ
（

『

寄
生

蟲
の

大
さ

匹

の

項
參
照
）

單
に

大

さ

の

點
の

み

よ
b
見
る

も、
、
小
形

な

る

雄
の

、

孔
口

を
拐
λ
し

得
べ

き

こ

と
可

能
な

る

と

呉
に、

卩
亠

方
．

薯
し
く

大

形

と

な
轟

る

雄
及

老
成
せ

る

雌
の
、

宿
圭

の

體
外

に
逸

揖
し
得
ざ
る
べ

き
こ

と

も
、

推
知

す

る

に

足

る
べ

し
。

…

　
　

　
（

十
）

腹
脱
嚢
と
其

内
に

於
る

寄
生

蟲
の

位
置
’

、
「

，、
一

　
　

　
　
の
　

の
　
　

　
へ

ー
）

　
腹

膜
巍

宿
主
の

腹
壁
に

存
在
す
る

孔

口

よ
b
内
に

入

る

時

は、

腹
腔
の
一

部
を

占

顧
す
る
一

個
の

薄
き

膜
舷
嚢
あ
ゆ

。

此
の

嚢
を

椴
に

腹
膜
嚢
と
名

く
。

嚢
は

内
部
全
ζ

閉
塞
し、

唯、
前

記
の

孔
口

に

よ

b
て

外

界
と
邁
す

。

「

捕

ク

シ

オ

ク

セ

ヌ
・

ス

」

は、

＝

‘

N 工工
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（12 ）大正五
．

年一月十五日

（

論
　
　

設
）

　
O
琵

琶
湖
産

の

捜
謝

蕪
腎

寒
睾
§

に

麗
て

．
（

簷

井
）

此

の

腹
膜
嚢
内
に

存
在
す
る

な

り
。

故
に

一

「

イ

ク

シ

ォ

ク

セ

ヌ

ス

」

は
、

宿
圭
の

腹
腔
内
に

寄
生
す
と
云

ふ

と
雖

、

直
接

其
の

内
臓

諸
器

官
と
接

觸
す
る

こ

と
な

く、

腹
膜
嚢
壁

を
隔
て

≧

間

接

に

相

觸
る
曳

如

く

な

れ

り
．

此

點
は

他
の

寄
生
蟲

と
署
し

く

異
b
て
、

注

意
す
べ

き

點

な
り

。

　

充

分
颪
育
し

把

ち

寄
生

蟲
を

藏
せ
る

腹
膜
嚢
は、

宿
主
腹
腔
の

前
・

下
方侶
に

位
置
す
噂

央

れ

故、

宿
主

の

諸
内
臟
は
、

之

が

爲
に

著

し
て

背
・

後
方
に

壓
逍
せ

ら

る
。

　

　

　
．

　
囓

、、

腹
膜
嚢
は

、

一

前
端、

孔
口

の

部
に

於
て
、

宿
主

の

腹
壁
と

直
接
に

蓮

絡
す
る

の
み

に

て
、

其
他
の

部
分
に

於
て

は
、

直
接、

宿
主

の
組

織

と
連

る

こ

と
な

し
。

爾
ほ、

嚢
は、
囓

後
方
の

大
部
分
は

、

牛
透

．

明
に

し
て

色
素
無
け

れ

ど．

前
端

、

腹
膜
と
連
る

部
の

附

近

に

ほ、

宿
主
の

腹
膜
に

存
在
す

る

色
素
と

同
一

の

色
索
あ

り

て
、

爲
に

、

多
少

黒

色
を

呈
せ

り
。

・

腹
膜
嚢
の

大
さ

は、

逋
常、

其

内
に

存
存
す
る

寄
生

愚
の

大
さ

に

比

例
す

。

・

即
ち、

寄
生
蟲

單
獨
に

し
て
、

小

形

な
る

塲
合
に

は

嚢
も

小
さ

曜
、

大
形
な

る

寄
生
蟲

對
を
な

し
て

存
在

す
る

如
き

塲

合
に

は、

嚢
も

亦
大
な

り
。騙

而

し
て

、

寄
生
蟲
と
嚢
壁

と
の

間
に

は
、

餘
り

充
分
な

る

空
間
の

餘
裕
無
し

。

　

　

　
　
　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　匹

　
（

11
）

　
寄
生
蟲
の

位
置
：

雌
は

轟
内
に

在
り
て

、

何
れ

も、

頭

部
を

魚
の

後
方
に

向

け、

背

部
を

嚢
底
（

即
ち
下

方
）

に

接
し、

或

は

少

し
く

下・

側
方
（

此

の

側
方

は
一

般
に

魚
の

孔

あ

る

側
と
反
鬢

の

例
な

b
）

に

向

け

て

位
置
す

。

雄
は、

一

般
に、

頭

部
を
斜
に

魚

の

背
側
に
（

時
と

し
て

は

背
前

方

に、

或
は

背・
後
方
に

）

向

け、

稍

唇

触
二

直
立
の

位
置

を

保
つ
瀞

雄
の

背
部
は、

時
と

し
て

は
魚
の
前

・

竿
方

に

向
ひ

八

材
料
ご

、

A

の
左
側
に

孔
あ一

薫
多
く

の

塲
合
蔦
於
る

が
如
く

）

、

時
と
し
て‘
は

孔
と
反
對
の

側
に

向
ひ

（

材
料
H
め

多

く

の

塲
合
に

於
る

が

如
ζ

） 、
．

叉

時
と
し
て

は

雌
と，
重
り

合
び

薫一

雌
の

腹
部
の

上

に

接
3
喝

こ

と
も
あ

，“
（

材

料
1

”

A
の

右

側

に

゜

孔
あ
る

多
く

の

塲

合
の

如
き
そ

れ
な、

軌
）

。

　一

般．
に、，．

雌
の

方

雄

よ

ゆ
嚢
底
に

近
く

位
置

す
。

而
し
て

、

、

何
れ
の

塲
合
忙

於
て

も
、

寄“
生
蟲
の

尾
端
は

、

必

す
孔
口

の

附
近
に

存
在
す
コ

之

れ、．

呼
吸

を

笥
る

覧
Φ
o

娼
o
自

の

存
在
す
る

尾
端
を、

成
る
べ

く
外

界
に

近
べ

、

位
置
せ

し
む
る

必

要
上

起
れ
ち

現

象
な

る

べ

し
。

乳
口

は

宿
生
め

正

中
線
に

は

あ

ら
す、

體
の

何
れ

か
一

方
に

偏
在
す，
ゐ

故、

瞽
生

蟲
の

尾
端
は

孔
口

の

存
在
す
る

側
の

如
何
に

欲

り、

多
少

右
叉

抵

左
に

屈
曲
す

。

（

左

側
に

孔

め
る

塲
合
に

は

左
に

曲

り
、

右
側
に

孔

あ
る

塲
合
に

臓

右
に

曲
る

。

）

此

の

屈
曲
の

度
は、

宿
主

鱧

内
の

霜

生

生

活
に

よ

り

多
く
劇

應
せ

る

雌
に

於
て

殊
に

著
し

。

叉
、

8

、

§
§
§
恥

湯

と
N・

§

蓉
神

起
帖

ミ
き
凡

§
⇔

と
を

比

較
す
る

時
は

、

後

者
の

方
遙
か

に

前

者
よ

り

少

し
。

殊
に

後
者
の

雄
に

て

は
、

殆
ん

ど
尾
部
の

屈

曲

を

認
む

る

こ

と

難
き

程
に

整
形
な

勢
。

　
r

　

　

ド

　

以
上
、

嚢
内
に
於
る

寄
生
蟲
の

位
置
に

關
し

て

は
、

二

個
の

寄

生
蟲
が

羇
を
な

し
て

存
在
す

る

塲
合
に

就
て

の

觀
察
を
述
べ

た
る

も
の

な

れ

ど、

獨
棲
の

塲
合
に

於
て

も、

大

體
同
樣
な

り
。

一
（

＋

こ

有
孔
宿
主
の

體
内
に
あ
る
寄
生
蟲
の

數

及

其
の

性
的

關
係

蓼
，

圃

鵯

菰
讌

．

驫
碾

　

　
可

λ

引
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宿
主
に

は、

縱
へ

腹
側
に

孔
あ
る

も、

内
に

寄
生
蟲
無
き

こ

と

あ

り
。

叉
、

害
生
轟
丁

の

る

塲
合
に

て

も、

雄
雄
同

時
に

存
在
す
る

こ

と
、

雌
の

み

あ
る

こ

と、

雄
の

み

あ

る

こ

と

等
あ

ウ
。

央

等
の

種
々

な
る

塲
合
を

、

區
別
表

示
せ

ば

左

の

如

し
。

材

　
　

料

騰
糴
扉

黠
汐
「

か

鞴
み

編
麹

雄

蹴

右

颪
左一

讎

右

厩
左

厩
右

嘛
左

蹴
右．

喉

　
　

　
　
　

　
　
　

　一
一

…

二

三

　
七

　
〇

　
〇

　
三一
　

二

　
　

　
　
　
一

　
一

　
一

　
一

糴
蠡

哩

囓　

，

鴨

號 七 ＋ 二 百 三 第 誌 雜 ・學 勃 動

　 　 1

’
B 　lA
靉刷 鑞
＋ 　巨 垂宿

囚 上 1 蟲主

H

同

　
　
上

懃

靉
二
＋

三

置

　
　
上

總

數
．

三

○一
　

〇

　

四

Iv

…

0

ノ 、

膏 ｝三

o ｛ 二

f
（13）

　

　
　
　

靉
蘿
調

。

∴
亠

鸛

　

　
二

　
〇

　
〇

　
〇

　

　
　
　
｝

　

　
　
　

τ
ユ

・

一
一

〇

　

〇

　
上
表

ヰ
丶

孔
在
つ

て

寄
生
蟲
無
髫

も

の

六
樹
あ
う

。

尤
も、

此

の

中
、‘

材
料
−

盈

の尸
一

例
は

、

孔

可

な

う

火
な

れ

ど
、

一

例
は

孔

不

完
全
に

し
て

穿
孔

売
分
な

も

す、

他
の

二

倒
（

左
右
繭
側
に

孔

あ
る

塲
合
）

は、

侮
れ
か
一

方
の

孔

不

完
整
に

し
て
、

他
方
の

孔

小

な

う
。

材
料
H

の

二

綱
も、

孔

小
な

り
。

即

ち
此
の

塲
合、

完

蠱
な

る

孔
あ
る

は

霓

鯛
鴛

し
て

、

内
四

例
は

皆

小

孔

な

う
。

如
の

洳
く、

寄
生
蟲
無
き
者
の

孔
一

般
に

座
な

る

は
、

寄
生
蟲
獪
ほ

幼

歩
な

る

時
代
に

は
、

比

較
的
頻
繁
鴛、

宿
主

の

體
内
に

出
入

す
る

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　ノ

事

實
あ

乃

を

籍
示

す
る

も
の

に

あ

ら
ざ
る

か
。

厂

（

諭
　

親
）

O
翌
琶

揮

逡
の

宦
ミ

鳶
慧
盞
に

駿
げ

丶

（

石

井
｝

　

　

碕
ほ

、

鼓

に

注
意

す
べ

ぎ
一

事

實
は

、

IA

と
11
と

は
、

同
一

　

種
の

寄
生
蠹
を

藏
す

る

に

拘

ら

す
（

『

書
生
蟲
の

種
類
』

の

項
參

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　ぬ

　

照
） 、

其
の

採

集
時
期
（

及
塲
所
）

の

相

違

に

よ

り
（
『

材

料
』

の

項
參

　

照
×

宿
主

の

鱧

内
に

存
在

す
る

寄
生

蟲
の

性
的

闘
係
に

著
し
ま

差

　

異
あ
る

事
な

ウ
。

即
ち、

IA

に

於
て

は
、

　一

宿
主

中
に

雌

雄
同

　

時
に

在
る

事
が

普
逋
な

る

に

反
し

、

H
に

於

て

は
、
，

蜥
る

塲

合
唯

　
一

例
に

し
て
、

他
は

悉
く、

寄
生
蟲

單
獨
に
く

而

も

雌
の

み
）

存
在

｝

す
．

之

れ
、

恐

ら

毒

薪
爨
の

時

碧
瞿
碧
す
・

・

　

の

に

て
、

既
に

生

殖
時

期
を
經

過
し．
だ

る

者
に

於

て

は
、、

比

較
的

　

獪
ほ

自
由
な

る

運

動
を

な

し
得

る

雄
が
宀

宿
主
の

蠱
儡

よ
与

驍
出

す

　

る

事

智
ハ

あ
る

に

膿
∵

由

す
る

な

ら
ん
か

。

（

因
に、
1
　
A
に
て

は

寄
．

　

生
蟲
の

卵
未
だ

發
逹
せ

ざ

る

に

反
し、

H
に

て

は

大
部
分
卵
よ

く

　

發
達
し、

多
く
の

者
は

既
に

幼
胚
若
｛

は

仔
蟲
と
な

れ

参
。

禽
ほ

　
『

卵
、

幼
脛、

蟲、

及

自
由
生
活
の

幼
型
』

の

項
參
照

。

）

　

　
．

　

・
・

　

　
】

般
に

、

一

尾
の

宿
主

中

に

は、

雌
蠡
二

個
の

寄
生
蟲
あ
る

が

普

　

邁
な

れ

ど、

時
期

に

よ

垂
、

雌
の

み

單
獨
に

在
る

こ

と
も
あ
う

。

　

雌
の

み

在
る

事
は、

恐
ら
く
は

常
態
に

あ

ら
ざ
る

べ

し
ゅ

二

個
の

　

雄
あ
る

塲
合
も

亦
然
ウ

。

　
　
　
（

十
＝
）

　
寄
生

蟲
の

大
さ

　

　

　
　

　

　

　
　

　
、

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　セ

　
充
分
成
熟
せ

る

者
に

於

て

は、

驚
長
も
鱧
輻
も、

雌
の

方

雄
よ

う

大
な

り
。

普
通
の

封
（

同
一

の

宿
ま
中
に

あ
る

雅

雌
の

譽
生

蟲

を
意
味
す
）

に

於
て

は、

雌
雄
の

大

さ
の

差
餘
う

甚
し
か

ら
ね

ど
、

時
と
LV

て

は、

大
な

る

雌
と
著

し
く

小

な

る

雄

と
詞

棲
す
る

こ

と

一
三

N 工工
一Eleotronlo 　L ⊥ brary 　
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層

（14 ）大・五
一

正輩月十五
一

日
．

．
t

（

論隔
　

説
）

‘
0
琵

奮

湖

産
の

き

蕊

ぼ
⇔

琶
ミ
恥

に

就

て

　
（

着

雖
）

あ

う
。

余
獄

序・

豺
料
lA

に

於

て

唯
一

画
斯
か

る

塲
合
に
遖
遇

せ

幽
今

別
表
參

熈
）

。

併
し
な

が

ら
．，

期
の

如
§

は
固
よ

力

常
態
と

云
ぶ
べ

か

ゑ

す
ゆ、

恐

も
ぐ

は
、一

何
等
か

の

事
情
に
よ

り

書
、

．

雄
の

發
育
不
完
全
な

る

が

爲
に

起
り

だ
る

現，
象
な

る
べ

し
。

同
一

宿
主

呻
に

ハ

普
短．
影

の

雄

と
箸
し
く

小

形
の

雄
と
掴

棲
し

居．
陀

る

塲…
合

ハ

材

聾
⊥

A
に

於

て

唯
一、

厠

之
を

翼
る

。

鋤
表
參
照

．

Y
も

亦
同

じ
。

樹
ほ

、、．

此
の

塲
合
に

於
て

は、

異
常
小

形

の
雄
の

存
在…
と、、
一，
デ

雄

の

共
棲
讃
の
、

ご

重
の

異
常
を
示
せ

り。

∴
F

　
材
糾
各
群
の

測

定
表．
を
示
せ

繍
．

左

の
如

も
。．

°

　
．

F

・
・

い

材
材
−

耳

7

丿

、

舶
四

材
料

−

舞
縫

壁

　
　
　
　

讐

通

對
【

　
　
　
一

異

常

對

異

常

對

獨

棲

冨

材
料

W

N 工工
一Eleotronl ご 噂

驚蜘鶏撫

　
（

A
）

牲

［

雌誰

　
一

雌

 

　

　
一

笶
小
）」

毒

　

雄

ー3
 

　

　
L｝

　

體

　
　
長

　　

體

　
　
幅

r　ー
ー匿　　　　　　　　　　　
1
ー　　ゴ　　
F

ー匚
ー　

〜
1

「．　「．
ー
F　　

ー
ー

ー　己　　−　引　　
ー
1　　
ー．

ー

…

ー
7■

　

九
・
五

ー

享
・

竺
　
五
・
五

ー

合
粍

レ　　　　　．　
」　
ー　　　　」　　
1六・
五

ー
1
一

〇
・

○

粍
、一

　
　

三
・
五

1−
五
・

O
粍

　

　

　

i
广

1111

ー
ー

＝

テ
○

粍
　｛
　

　
　
　
　
　

六・
五

粍

．　　幽　　F　
F　

−　I　　　I　　　　
I　
I　　　　　　　　　
l　　．　
I　　　
I　　　　　　　
I　　
I　　　　　．　　
1　　．　　　
1　　　　．　I　　　
I　　　　　　　　　　　．　　
l　
l　．　
I　　　　　
I

　

　

　

　

　

七・
五

粍

1．
ゴ

ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」遣　　　rF
ー　　　　　　」　
1　　　　匚　F
ー
ー　」　「
ー　　
ー　　　　　　　　「　　己【　」　　」　
ー　「

　

　

　

　

　

ぎ
並

ー　　ト　」
ー

ー
ー
L

ー　」

ー　　
ーF
−
1「

ー

5

五．
五

粍
「

　
　

二
．

毳

　

　

　

　

　

　

　

　

　

」　　
ー　
ー　　　　　　　
1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三・
五

粍

　

　

　

　

　

　

　卜
［　　
　　　　1　＝　」　
−　
i　唱　　　　
I　　
I

ー
旨
ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
・

O
粍

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー
ー
Il

、

ぎ
1

七

毳
一

二

孟

ー
三

6
粍

驚

　

　

　
゜
上

記
の

表
中

、

材
料

1
．

選

と
材
料

11
乏
を
比

較
す

る
に、

（

眷

　

生
蟲
の

種
類
は

同
一

に

し
で

8
、

§
§
§
駐

） 、

探
集・
時
期
め

異
る

　

に

拘
ら
す
（

11A

は．
コ

月
乃
至

四

月．

11

は
八

月
） 、

後
者
の

方、

　

唯
雌
の

體
幅
少

し
く

大
な

る

の

み

に

て

大
さ

大

體
同

幽

な

る
事

　

を
知
る
べ

し
卩

尤
も、

IA

の

雌
は
肉

．

未
だ

何
れ

も

仔
室
發
逮
ぜ

　

す
、

抱
卵
せ

ざ

る

故、

體
高
小

に

し
て
、

四

粍
内
外
な

れ

ζ

11

　

の

雌
に

て

麒
、

大

部
分

仔
室
發

選

し
、、

抱

卵
若
℃，
は

抱
・

仔

蘭

る

…

故、

瞳

薯
し

美
と

な

ケ、

七

耋
八

耗
を

算
せ

う
。

響
雌

　

蟲
充
命
成
長
し

て

抱
卵
す

る

に

至

れ

ば、

體
長
に
は

さ

し
て…
變
化

　

な

き

も
、

體
幅

睡
高

共

に

多
少

増
大

す
る

事
を
知
る

ぺ

し
。

　

　
S
。

覧
ミ馬
§
慧．

ミ薗
§

に

於
て

も、

抱

卵
せ

る

雌
の

體
高
は
抱

　

卵
せ

ざ

る

者
に

比

し
て

著
し

く

大
な

り
。

而
し
て

其

の

大
さ

ば
、

　

略
ぽ

N
戞

へ

彊
9
智
蕊
勢

の

抱
卵
せ

る

者
と

同
一

な

り
。

，

材
料

王

　
（

些

獨 隅
「
在寄

一蠶
倒 棲 欝　 tへ 　@

　 1 　 　　 ・ 　 　

1 　 1 　 　 　

　 1

i

雌
性

體

　

長

　

一

　
　

　
　　
　

「

・

八

・

ー一
四

●
五
粍

・

ー

・
毳＝

體

編

．
五

・

○
ー六
・

○
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（

十
三
）

　
審
生

蟲
の

示
す
蓮
勤

　

　
　
　

　
、

　

　
　
　
ロ

　
　

　

の

　

の

　

　

　

の
　

の
　

の
　

の
　
り

（

−
）

宿
主
の

鱧
内
に

在
る

塲
合

寄
生
蟲
は

軻

れ

ぢ

其
の

尾

部
を
孔

口

に

近
き
部
分
に

亂
き、

彙
状
を

架
せ

る

賢・
｝・

嘉

を

間

蟹
な

ぐ

前
後
に

動
か

す
。

こ

は

恐

ら
く

呼
吸
作

用
の

爲
に

し

て

此
の

塲
合、

覧
Φ
o

娼
o

留

は、

目

覧
＄
巳

蜜

類

の

或
者
に

於
る

が

如

く
、

主

と
し
て

呼
吸
器
と
し
て

役

立
つ

も
の

な

る
べ

し
。

宿
圭

死

す
る

蒔
は、

大
形

に

し
て

孔

外
に

驍
出
し
得
ざ
る

寄
生

蟲
は、

體

の

後

端
だ

け

を

孔

目

の

外
に

出
し、

盛
に

ら
δ
o
唱
o

器

を
蓮

動
せ

し

む
。

　

　
　
　
り
　

の
　

の
　

の

　

り

　

の

　

　

　

の
　

　
　

　

　
（

11
）

　
宿
主

の

體
外

に

在
る

塲
合

　
恥

形
な

る

寄
生
蟲
が

、

孔

口

よ
ら

出

入

し
得
べ

き
こ

と

慮、

『

孔
口

の

形
と

大
さ
』

の

項
下

に

も

邇
べ

置

き．
セ

れ

ど
、

こ

は

琵
琶
湖
岸
の

佐

民
よ

b
も

屡
々

聞

く

處
に

し
て
、

余
も
亦

數
圓
之
を

實
見
せ

う
。

担
し、

余
の

實

見

し

た

る

は

脱

出
の

塲
合
の

み
な

れ

ど
、

期
の

如

き

寄
生

蟲
は

運

動
活

撥
な

れ

ば、

　一

且

幽
て

鞄

る

者
が
、

復
セ

同
一

の

孔
或
は

他
の

孔

に

潛
入

す

る

こ

と

も

可
能
な
ゐ

べ

し

と

信
す

。

　

寄
生

蟲
が

宿
圭

よ

り

醗
出
す

る

に
は
、

主

と

し
て

胸
脚
を
用
ふ

害
生
蟲
の

脱
出
は

、

孔
口

に

近
き

尾

部
よ
う

先
に

す

る
が

普
蓮
な

う
。

併
し、

余
は

、

唯
一

濯、

頭

蔀
よ
り

先
に

競
す
る

雄
を

見
た

る

事
あ

り
。

　

宿
主

よ

勢

脆
出
す

る，
小

形
な

る

嵜
生
蟲

は、

極
め

て

活
撥
に
、

且

つ

巧

み

に、

水
中
を

游
泳
し

、

又

は

他

物
の

上

を

匍
ふ

。

游
泳

し
リ

タ

あ

る

者
は

、

時
々

他
物
上

に

止

ま
与、

再
び

急
に

游
ぎ
揖

（

輪
　

　
耽
）

　

0
琵

琶
湖

産
の

ミ
ミ
ミ

龕
§
胃耽
に

就

て

　
（

石

聾
）

す
を

常
と
す

。

游

泳
に

は

　
它
oo

娼
o
翻

　

を

用
ひ
、

匍

行

に

ば

§
o

鬘
o
ざ

ざ
σ互
。・

を

用
ふ

、

此
の

塲
合
は

於
る
．

弓

ざ
o

魯
緒

　
は州

匡

ξ
ご
¢

誓
 
髯

の

多
く

に

見
ら

る

弐

が

如

く、

呼、
吸、

欝
泳
の

兩

作

用
を
条
ぬ

る

も

の

な

h
．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
’

　

充
分
老

熟
せ

る

大
形
な

る

寄
生

蟲
（

殊

に

雌
）

は
、

自
動
的
に

宿

主
の

體
外
に

醗

出
す
る

こ

と
能
は

す
。

叉
、

縫
へ

、

人
工

的
に

宿

圭
の

腹
壁
を

切

開

し
て

、

之

を

取

嵩

し
ゃ

る

も、

蓮
動
極
め

て

不

活
撥
に

し
て
、

皆
な

水
底
に

沈

下

し
（

多
く

は

仰

向
と
な

狂
て
） 、

唯

問
斷
な

く

喜
¢

o

琶
翁

を
動
か

す
の

み
。

胸
脚
は

時
々

之

を

動

か

す
こ

と
あ
れ

ど
、

．
餘・
多
著
し

か

ら
す

。

（

勢

圏
）

　

腹
膿
内
優
入

徑
路

　
サγ
チ
ャ

ー

ド’
ソ

ン

（

前

禺
論
交
）

は、
「

イ

ク

シ

オ

ク

セ

ヌ

ス

」

》
志

伯

主

と
硫

關

係

に

就

て、

唯」

簡

單
に

下
の

如

く

日．
へ

う
。

」．

哩

ぎ

髯
o

号

9
一

ま
oh

詰

浸
♂
○

耄
簿

討

鷲
自
ζ

鴛

鮃
”
臼

ぽ
齢

Φ

唇
。。

酔

融
σQ，
　
暮

げ

夐
○
°・

螢

ぎ
冨

言

昏
o

ぴ
）^

30

障

冨

萄
ぽ

甘
籌

ぴ

駕
ダ

息
一

冨

響
偉
鈴

些
ど

≦

冨
器

畧

冒
く

霧

≦
箆
μ

旨
。゚

岡

影
ぎ‘

H
骨

や

糞
o

臣゚

浮晒
ロ

、
＄
三
ξ

≦

冨
ご

望

象

養．

壽
誌

σ2
帰

o

恚
一

昼

黙
y

諄

『

葺

延）｝
雲
巳
霍
く

忠
冨

9
身
oh

營
。

翫
｝

；
螽
ぎ
。

c

髯
塁

葺
影
く

葺

髢
印

智
薦
o
月

善

聟

臣
。

o

還
昌

護
赴

ぼ
薯

簪
芝

霽
旨

y

ヰ

3

暮
霧
巴
  、

　

鞠

鰭
基

部
直

後
の

腹
壁

に

孔

あ
b
て
ハ

其

内
に

寄
生
蟲
存

嶽
す

て

ふ

事

實
は
、

害
生

蟲
は
、

昌

恐

ら
く惰
．

其

の

孔
の

あ
る

塲
研
凄
蚕

宿
垂
の

腹
腔
内
に

侵
入

し

花
る

も
の

な

ら
ん

と
の

或
る

程
度
の

豫

想
を

ば
可

能
な

ら

し
む
る

も、

そ
れ

以

鞭

何
等
の

確

實
な
る

斷

凹
五

N 工工
一Eleotron ⊥ o 　Llbrary 　
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（

諭

　

設
）

0
琵
蠢
湖
濫
の

督
押

籌
喫

蒹
暴゚・
に

就

て

　
（

蕊

井
）

庫
を

許
容

す
る

も
の

に

あ

ら
争

。

併
し
な

が

ち、

余
砂

觀
察
し
得

陀
る

下
の・

二

事

實
は
、

上
寵
の
豫

想
八

即
も
親
在
存
在

す
る

宿
主

暖

壁
の

孔
口

が、

嵜
生

蟲
侵
入
の

徑
路

を
鑽
示
す
ゐ

も
の

な

ち
ん

芝

の

豫
想
∀
に

更
に

數
等
の

確

實
性
を
附
興
す
る

も
の

な
り

と

信
す

。

　
ヘ

　

　
ヘ

　

　
へ

．

觀
察
−
陣

（

『

動
物
學
雑
誌
蛋
第
三

百
二

十
五

號
よ

り

轉
載

．

）

八

月

十
九
日

、

大
津

在
膳

所
に
で
、

百

七
十
九
尾
の

匡
o

富

§
§
ミ
討

§

を
得
セ

リ
。

其
中、

胸

鰭
某

部
直
後
の

腹
壁
に
、

孔

あ
る

も
の

十

一

尾
あ

む

し
が
、

其

他
の

孔
無
き
者
に

於

て
、

胸
鰭
基
部
直
後
の

腹
壁
表

面
に

、

輕

度
の

禺
血
あ

る

者
總
て

十
五

尾
を

數
へ

だ

り
。

此

の

十
五

尾
中

、

其
の

出
血
が

饐
の

右
側
に

關

す

る

も
の

は

九

尾

（

右
側
の

み

に

て

更
に

其
局

部
的
位
置
に

就
き
細
別

す
れ

ば
、

胸
鰭

基
部
の

後
、

背
側
に

在

る

も
の

七
、

同
じ

く
腹
側

に

あ

る

も
の
一

ハ

墓

部
直
後
一

體
に

稍
激
し
く

出

血
せ

る

も

の
一 、
） 、

同
じ

く
左

側
に

關
す
る

も
 

は

五

怩
（

胸
鰭
基

部
の

後
背

側
に

あ

る

も
の

三
、

基

部
直

後
一

體
に

稍
激
し
く

出

血
せ

る

も

の

二
）

、

左

右
兩
側
に

關
す

る

も
の

は
一

尾
（

左

右

共、

鰭
基

部
直
後
一

體
に

出
血
）

な

り
。

此

他
、

臀
鰭
の

前
左

側

に

沿

う
て
、

極
め
て

輕
微
の

出
血
あ

る

者

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
、

唯
」

尾
あ

り
。

そ

れ

等
以

外
に

は、

饐
表

面
に

出
血
あ
る

者
全
く

無
し

つ

　
以
上
の

享

實
を

約

言
せ

ぱ、

下

の

如
く
な

る

べ

し
．

『

恰
も

孔

の

存
在
す
べ

き
位
置
の

附

近

巽

出
血
を

示
し

居
る

者
可

な
り

普
逋

に

有
り

。

而
も

其
の

出

血
は、

殆
ど
皆

其
の

部

分

に

限

ら

れ

た

り
。

ヨ
　
 

、

、

　

觀
察
11

。

材
料
｛

B
中

、

穿
孔

不

完

全
に

し
て、

腹
腔
迄

逹
せ

｝

六

ざ

る
奢

三

尾
あ
り

。

（

蜘

項
『

孔

の

位
醗
駐

參
照
）

面
し
て

．

之
等
の

塲
合
を
仔
細
に

觀
察
す
る

に、

蕪
の

穿
孔

邇
動
は
、

何
れ

も
、

，

宿

主

腹
壁

の
外

部
よ

ゆ

順
衣
に

内

方
に

向
つ

て

行
は

れ
だ

る

形
跡
明・

か

に

て
、

中
に

は、

肉
質
の

部
分
は

已
に

悉
ズ
除
表
さ
れ

、，

唯
僅

か

に

薄
き

馥

膜
の

み
殘
存
し
て

、

恰
も
窓
の

如
き

觀
を

呈
せ

る

塲

合
も

あ

り

π

勢
。

　
上
に

列

器
し
セ

る

二

個
の

觀
察

を、

「

イ

ク

シ

オ

ク

セ

ヌ

メ

」

の

侵
入
徑
路
が

現
在
の

孔
口

な

る
べ

し

と
の

豫

想
の

傍

證
と
せ

ん

に

は
、

先
づ

其
の

前
提
と

し
て
、

前

記
の

出
血

及

不
完
全

穿
孔
の

在

因
が
、

「

イ

ク

シ

オ

ク

セ

ヌ

ス

」

の

穿
孔
酌〜

蓮
動
に

在
b
乏
認
定

す−

る

必

要
あ
れ

ど
、

此
の

塲
合、

此

の

認
定
は、

勿
紘
酬

合
理

的
に

許

容
せ

ら
る
べ

き
も
の

な

り

と
信
す

。

　

　
・

　

　
　

　

齟

‘
，、

D ．

（

十

五
）

　
宿
主
の

種
類

　
目

下

知
ら
れ

あ

る
「

イ

ク

シ

オ

ク

セ

ヌ

ス

」

の

宿
主

は
、

し
。

（

本
邦

産
な

ら
ぬ

者
も
總
て

記
す

。

）

左
の

如

主

、

寄

生

蟲

發

見

若
ぐ

は
記

載
音．

N 工工
一El ・ 。 t ・ 。 n ・ 。 hb ・h ・ Ys

宿

尸

切
亀．
ぎ
肉

駝

§

§
ミ

ミ
竃

　

　
惣

嵐
ミ、
戔
ミ

器
毅

　

　
　
　

切

旨

禹
髯・
　
　
　
　
、、．

叫

葛
餐
o

冨゚

p

き
§
．

護
聡

．

歸
駿
窪

◎ゆ

　
旭
黛

曩帖
蕾
恥

o

覧〜
ミ
毳．

　
”
15

蓴
O
こ〜
§
菱
゜・

o慶

O
出
同

O
孱
U
日

習

　

　
　
ロ
一

国［
2
曷

臥
目゜

静
u
犀
堵
 
暖
レ
q
辞

国
暫

煙
国

巳
醤
ノ

団゚

ン゜
Oq

毛
国

渇
尸
、

野

。
．

簑
黨

諜
襞
麌
U

営

喜
。

塞
髭
響

羣
ooO

頃夙
O
野

U
目

国

砕

髯
国
H2

国

団

夢

崗

岩
毘

レ
図
d

器

き

同
ロ

導
7

◎

丶
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℃

舞 七i；ナ
’
二 孫 三 第 誘 藤 學 ，物 動（1マ｝

　
　
　

酒

￥

‘

鑑
靉
譲
靈
巽
窒

、

蛙
，

コ

・

　

軌

匙

毳
聾
禽
鮮

鳶

轟

．
S
　
　

箭
斗
ぎ

鶤
ミ
器

野

・

　
丶、（
警

潛

燭
得

　
　

ー
、

・

誕
鋤

ー
翌

．

ー
ー

一
」

譚
 

憲

婁

hO

妃

ヨ

罫
O

憶

貯
、

曹
貯

§甲

　
　
むコ

ワ

昌
O
〈・

罰
、
，

　
臥

ミト
鑑

δ

§
昏

塁
ミ
物

qo
：

ー

毳

§
驫
♂
苳
黛

　・
气

 
゜

　
冒
◇

岑
院
薩 ．
団
o
頁
【

雰）°

廴
穿
舅
ぴ

舞

弱
溶

舅
ピ

憩

ゆ

該、

　

　

　

　

　

　
　

罵
防

国同
H°・
．

エ

『

降
匹

隠
懸
L
レ

じ
ピ
L

野

尋
§

書
・

三

　
一

ご層・
・

爵
・

「「

製
遷
F

；事
−
…−
：

齟

　

　

「

　

　

・

　
・

：

二

隠

窪
鸛

」
編

耋冖
．

c

劃　 −
蝋

。じ

慣・．
、

ぐ

甘

穏

．
囲
HO

旨
匪

瑟
O
写

，
、

訊・

昌

レ・−

ー
エ

レ

藁
刃、

・

訊

y
．
章一、」

離
離
遜

潺
耀

調
購
慧

藩

曝
見
・・

鋤
臥
臣

∴
婁
誕

麟
影

ー
艶

調
翻
鋤
一

一
一

最
後
の

鮒
は

、

珍

射
し
ぎ
宿
主

な

う
。

こ

は、

大

津
臨

湖

實
驗

所
の

赤
塚
氏
が

余
に

談
ら
れ
把

る

所
に

て
、

扇

員
の

談

に

攘
れ

ば、

昨

年
（

大
正

四

年
）

八

月

中

旬、

同
地

に

て

食

用
に

供

せ

し
一

尾
の

鮒
よ

う
、

雌

墾
蓬
の

旨

彡
ζ
ク

セ

ヌ

棗

轟
君

争
志

蓉

ふ
。

　
・

ご
｛

十
六
）

芬
ぐ

右゚
・

　
i

　
・
−

　
唱．

　

　

〆

　
　

町
雪

，゚
　
　望
〜

　馳゚
　
　

　
　

　

「
　も
い
　

　
　　
胃・
｝

　「
　

　−
　

　鹽」
　

　
　、「‘

目゚

下
知
参
れ

あ

園
イ
ク

シ

オ

ク

葦
メ

ご
の

分

謝
髓
域
は
（

−

下

に

霜
す
が

如
℃

。・

へ

零
邦
以
外幽
の

考
も
總
て

記
す

。

）

　

：
歳

’

（

艶・
　

説
）

　
Q
琵

奮
澗
産
の

謬

鳶
富
莫
輩
蹇
南

に

蕊・
て

　
（

石

井
）

　

上

表
を
一

覧
せ・

ば
、

「

イ

ク

シ

ォ

ク

セ

ヌ．
ス

じ

の

分

面
が

、．
．

白
即

下

の

所、

東
洋
方

面
に

限
恋
れ
あ
る

二

乏

を

知
ゐ
ぺ

し
。

叉
い

本

邦
−

の

分
窃
混
域
は

、

何
れ

も
南
方
の

み

に

し
て

、

，
闘
東
以

北
よ

う

は

」

未
だ
知
ら
れ

す
。

　

　

　

圏
版

（

鰤
二

叶
六

鯵

読
明

　

第
一

圖
（

A
） ．

属

蝕
亀
o

讐
ミ

ぎ
恥

の

腹
壁
を
切

髑
し
て

N
簿
・

§
§
鬟
毳

を

藏
す

る

腹
膜

嚢
施
點

部
域
）

を
示

す
。宀
，

簍
の

前
端

に

位

す
る

小

楕
圓
砿
孔
日

。

其
の

直
前

に

接
す
る

斜
線
の

小

域
は

胸
鰭
基

部
の

斷
面

。

腹
膜
嚢
を

取

卷
け

み

稍
三

角
形
の
蓊
線
域・
は

宿
虫

腹
壁
の

斷
面

．°

略
自
然
大

。

」

孚

穣
式
圜

。

　

　

∴
吐

ご

　

第，

†

圏
（

B
＞

』
孔
口

の

形
模
式
圖

。

躅
の

左
方
前
方

。

、

第

ご

圈、

誉
ミ

ぎ
§
§
§

§

§
§
鼠
ミ
鐸

§
る
や

き
く▼

の

雄
。

約
二

倍
中
大

。

・

、
・
「」

　
　

、

　
・

回

　、
、．

冉

∵、
rLE

壽
」

一
七
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一縣 ．封 t 一 ド 寧i

．
1…左

トi正 1 爽

（
偸

讃
　

　
蠡一
）

　、
Q
鬱
驀
鼠
蝦
幽

の
陥

ミ
罵

謝
溝

羅

嚢
働

に一
蕊

弋
（

お

彗
　

　

0
猫
の
「

リ

グ

ラ
」

舩

裂
頭

絛

蟲

　
（

吉

田
）

　

第

三

圖
。

同
上

雌
。

約
二

倍
孕
大

。

　．

第

四．
、

圖
。

卜

起
壕
為

起
殊

ミ
鷽
ミ
§

雌
（

右
側
）

の

ウ

ロ

ボ

ツ

ド
げ

・

背
面
圏。

二

十
二

倍

牛
大

ゆ

　

第

五

圏
。

卜
丶

§
§
§

駐

雌
（

右
側
）

の

ウ
ロ

ボ

ツ

ド
。

背
面

薗。

二

十
二

倍
宇
大

σ

、

　
　
，

　，
，

　、

…
，．

，

　
　
，

：

…
、

　

第
・

六

圏
。．

薗
由

籍
の

幼
貍

食
鼠

§
§
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